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連 合 新 潟
ホームページ
モバイルサイト

家族みんなで親子パン食い競争

グランプリ作品 親子 de 物づくり

東蒲原地区メーデー前夜祭

柏崎市内をデモ行進

バックパネルの作成は、
新潟交通観光バス労働組合駒沢友花里さん（中央）

賃金 集計（定昇込み平均賃上げ方式・加重平均） 5,513円  2.10％
 （回答・妥結の内 賃上げ分※・加重平均）　　1,296円（39組合）
 （前年同時期比較  ＋866円  ＋0.35％／前年実績比較  ＋1,009円  ＋0.35％）

※賃金カーブ維持相当分（定期昇給相当分）を除いた賃金改善分

賃金 集計（平均方式・加重平均） 6,495円  2.20％
 （前年同時期比較  △1,211円  ＋0.40％）

一時金・年間 集計（組合員・加重平均） 月数集計 3.93月   額集計 1,162,934円
 （前年同時期比較  △0.36月  △55,933円／前年実績比較  △0.08月  ＋37,567円）

一時金・夏季 集計（組合員・加重平均） 月数集計 2.01月   額集計     617,411円
 （前年同時期比較  △0.24月  △34,820円／前年実績比較  ＋0.02月  ＋22,289円）

一時金・年間 集計（組合員・加重平均） 月数集計 5.19月   額集計 1,636,441円
 （前年同時期比較  ＋0.57月     ＋109,278円）

一時金・夏季 集計（組合員・加重平均） 月数集計 2.47月   額集計     723,800円
 （前年同時期比較  ＋0.30月       ＋43,641円）

2014春季生活闘争　連合新潟第４回集計 回答・妥結状況（４月16日公表）

2014春季生活闘争　第３回回答集計結果〔全国〕（３月31日現在）
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５月の主な活動
 ９日 上半期会計監査
  民主党・青年委員会との
 意見交換会
 10日 土曜相談会
 14日 第７回四役会議
 15日 第４回政策委員会
 16日 ＪＣＭ・金属部門連絡会
 17日 青年地協代表者会議
 21日 第７回執行委員会
 24日 第３回地協代表者会議
 27日 朝街宣
  「STOPTHE 格差社会」
 新潟県集会
 31日 女性委員会・青年委員会
 合同研修会

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現

第
85
回
県
中
央
メ
ー
デ
ー
！

　

四
月
二
六
日
、
快
晴
に
恵
ま

れ
た
、
新
潟
市
陸
上
競
技
場
に

約
五
五
〇
〇
人
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
実
行
委

員
長
の
連
合
新
潟
・
齋
藤
会
長

か
ら
は
「
格
差
が
拡
大
し
、
雇

用
・
労
働
が
、
か
つ
て
な
い
ほ

ど
傷
ん
で
お
り
、
多
く
の
働
く

者
が
、
格
差
の
拡
大
を
憂
い
、

雇
用
や
社
会
保
障
へ
の
不
安
を

抱
え
て
い
る
。
こ
う
い
う
時
だ

か
ら
こ
そ
、
労
働
組
合
と
い
う

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
労
働
者

参
加
の
シ
ス
テ
ム
が
、
す
べ
て

の
働
く
者
に
必
要
で
あ
る
。
私

た
ち
は
声
を
挙
げ
、
組
織
さ
れ

た
労
働
者
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
、
非
正
規
労
働
者
や
中
小
零

細
企
業
で
働
く
人
た
ち
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
職
場
へ
集
団
的

労
使
関
係
の
輪
を
広
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
の
メ
ー

デ
ー
県
統
一
テ
ー
マ
『
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
』
の
実
現
で
、

だ
れ
も
が
、
安
心
し
て
働
き
暮

ら
せ
る
、
当
り
前
の
社
会
を
取

り
戻
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

職
場
・
地
域
か
ら
『
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』
の
実

現
と
『
自
由
で
平
和
な
世
界
』

を
つ
く
る
た
め
に
、
す
べ
て
の

働
く
者
と
力
を
あ
わ
せ
て
、
行

動
を
起
こ
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

泉
田
県
知
事
を
は
じ
め
と
す

る
来
賓
か
ら
は
、「
今
日
よ
り

も
明
日
の
生
活
が
良
く
な
る
、

安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」「
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
の
考
え
方
が
今
こ

そ
重
要
」「
人
口
減
少
の
問
題
・

若
年
の
雇
用
促
進
・
女
性
の
活

躍
促
進
・
高
年
齢
者
の
雇
用
促

進
、
全
員
参
加
の
雇
用
が
必
要

で
あ
る
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、「
宮
城
県
産
品

の
物
販
」
や
「
女
性
委
員
会
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
な
ど
東

日
本
復
興
支
援
と
し
て
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、「
親
子
パ
ン
食

い
競
争
」
や
「
集
団
対
抗
大
玉

送
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

た
く
さ
ん
の
親
子
や
組
合
員
が

参
加
し
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

東
蒲
原
地
区
メ
ー
デ
ー
報
告

柏
崎
地
区
メ
ー
デ
ー
報
告

　

同
日
、
阿
賀
町
文
化
福
祉
会

館
で
行
な
わ
れ
た
東
蒲
原
地
区

メ
ー
デ
ー
に
は
、
七
単
組
約
九

〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
各
単
組
か
ら
提

案
さ
れ
た
国
内
や
地
域
の
情
勢

に
即
し
た
決
議
文
を
参
加
者
全

員
で
採
択
し
、
地
域
で
働
く
仲

間
の
団
結
を
再
確
認
し
た
集
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

同
日
、
柏
崎
市
文
化
会
館
ア

ル
フ
ォ
ー
レ
で
行
わ
れ
た
柏
崎

メ
ー
デ
ー
に
は
約
七
〇
〇
人
が

参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

格

差
社
会
！
暮
ら
し
の
底
上
げ
実

現
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
国
総
行

動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
労
働

者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
に
関
す

る
ミ
ニ
学
習
会
を
行
い
特
別
決

メーデー花いっぱい運動抽選結果
１等　労福協友好の旅
　　　「トルコ・イスタンブール５日間の旅」

下４ケタ　３４７９、５３５０
� （全県が対象）
※２等、３等につきましては、連合新潟の
ホームページで確認下さい。

（グランプリ、金賞のみ掲載）

☆　グランプリ（１本）
　・ＪＲ東労組新潟地方本部新潟支部

☆　金賞（２本）
　・ＪＲ東労組新潟地方本部
　・新潟造船労組

６月は男女平等月間です！

―連合新潟女性委員会「第25回女性集会」―
日時：2014年6月8日（日）13：30～16：00
演題：「女性の働き方を考えよう

—労働政策と課題」
講師：新潟労働局雇用均等室長　熊倉澄子さん
男性の参加も大歓迎！お待ちしています！

女
ひと

と男
ひと

フェスティバル
連合新潟女性委員会がワークショップを開催

日　時：　2014年６月28日（土）
　　　　　　　　10：00～11：30
場　所：　新潟市・新潟ユニゾンプラザ
� 小研修室
テーマ：　「自分の働き方を考えよう」

連合新潟
第54回地方委員会

日　時　　2014年７月１日（火）
　　　　　　　13：30～16：00
場　所　　新潟駅前・
　　　　　　ガレッソホール

　

ま
た
、
前
日
の
メ
ー
デ
ー
前

夜
祭
で
は
七
単
組
一
三
チ
ー
ム

五
〇
人
が
参
加
し
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

和
気
あ
い
あ
い
な
が
ら
も
、

レ
ベ
ル
の
高
い
白
熱
し
た
ゲ
ー

ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
支
援
と
し
て
宮
城
県

の
地
酒
を
賞
品
と
し
た
労
基
法

ク
イ
ズ
＆
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
や

プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル
、
小

宮
陽
子
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を

行
い
、
集
会
後
の
デ
モ
行
進
で

は
春
の
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら

参
加
者
全
員
で
働
く
者
の
声
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
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総合生協はたすけあいの心で 60年

キャンペーン
期　間

月　　日6 30
まで

クルコは地産･地消、

新潟県産､国産に

こだわってます！

月

お問い合わせは
新潟県労働金庫本支店までお願いいたします。

医療団体署名提出

会社に向かって解雇撤回・職場復帰を訴えました

73%

18%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

期待したとおりに
ならなかった

おおむね
期待どおりだった

期待以上だった

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2014年５月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第279号

★
山
菜
採
り
の
シ
ー
ズ

ン
真
っ
盛
り
。
新
緑
の

中
を
美
味
し
い
山
の
幸

を
求
め
て
歩
き
回
る
。

経
費
は
、
お
に
ぎ
り
と

ガ
ソ
リ
ン
代
。
健
康
的

で
、
食
べ
る
楽
し
み
も

あ
る
。
★
今
シ
ー
ズ
ン

採
っ
た
物
は
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
ア
マ

ド
コ
ロ
、
ノ
ダ
ケ
、
コ
ゴ
ミ
、
赤
コ

ゴ
ミ
、
ウ
ル
イ
、
モ
ミ
ジ
ガ
サ
、
ウ

ド
、
イ
ヌ
ド
ウ
ナ
、
葉
ワ
サ
ビ
、
タ

ラ
の
芽
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
ハ
リ
ギ
リ
、

ウ
コ
ギ
、
ア
ケ
ビ
の
芽
。
★
こ
れ
か

ら
は
ワ
ラ
ビ
が
本
番
。
ま
だ
去
年

採
っ
た
塩
漬
け
が
残
っ
て
い
る
の
に

…
★
老
化
は
足
の
筋
力
低
下
が
最

も
早
く
進
行
す
る
そ
う
だ
が
、
せ

い
ぜ
い
老
化
防
止
の
た
め
に
も
、

励
み
た
い
も
の
だ
。�

（
桐
）

４月のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�　今年の春闘の結果への満足度は？
　今年の春闘は注目度が非常に高く、連合新潟の取り組
みにも多くのマスコミの取材がありました。その中での
満足度としては、「期待したとおりにならなかった」が
73％。賃上げの波及はまだまだ進んでいない現状が浮き
彫りとなりました。一部企業だけが潤い、労働者が恩恵
を受けられないような状況を打開するためにも、粘り強
い取り組みが必要となります。しっかりと交渉を積み重
ねていきましょう。
　５月のＨＰアンケートは、ゴールデンウィークに関す
る話題です。投票お待ちしています。

土曜相談会 ６月は14日に開催

私のまちの

ほっとスポット

2014 燕三条工場（こうば）の祭典
　「燕三条工場（こうば）の祭典」は、日本でも有数のものつくり産地・燕三条
地域において、農具、包丁、大工道具、鋏などを製造する工場（こうば）を一般
に開放する見学体感イベントです。第１回開催となった2013年10月２日（水）
～６日（日）の５日間に54事業所（工場）へ約一万人が訪れ、テレビ、マス
コミなどに大きく取り上げられて反響を呼び、「第18回ふるさとイベント大賞
　選考委員特別賞」を受賞しています。
　第２回目となる今年は10月２日（木）～５日（日）の開催が決定しています。
普段は見ることができない町工場のものつくりの現場では、（世界に誇る爪切
りブランドの諏訪田製作所など）間近に接する職人さんたちの手さばき、息使
いなど新しい発見と驚きがあります。詳細は今後「燕三条工場の祭典」実行委
員会より発信されますが、県央地協でも情報をPRしていきます。乞うご期待！
� （県央地協）

三条市議会議員選挙結果
投開票日４月27日（定数26）○は当選順位
当選　　　酒 井 　 健　　2,231票④
当選　　　杉 井 　 旬　　1,935票⑪
当選　　　藤 田 博 史　　1,334票�

連合新潟推薦候補は全員当選を果たしました。
ご支援、ご協力に感謝いたします。ありがとうございました。

連
合
新
潟
へ
の
最
近
の
相
談
事
例
か
ら

�

・
・
・�

団
体
交
渉
事
例�

・
・
・
新
潟
地
協

　

新
潟
地
協
に
は
、
事
務
所

の
立
地
条
件
か
ら
、
相
談
者

が
直
接
や
っ
て
く
る
こ
と
も

た
び
た
び
で
す
。
今
回
は
、

Ｌ
Ｓ
Ｃ
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談

か
ら
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
に

よ
る
団
体
交
渉
に
及
ん
だ
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
二
月
、
女
性
が
四
年

ほ
ど
勤
務
し
た
職
場
か
ら
三

月
末
を
も
っ
て
期
間
満
了
に

よ
る
解
雇
の
予
告
を
受
け
た
、

と
訴
え
て
き
ま
し
た
。
に
い

が
た
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、
さ
っ

そ
く
本
人
の
組
合
加
入
の
確

認
を
と
り
、
使
用
者
側
と
団

体
交
渉
に
入
り
ま
し
た
。

　

職
場
は
公
的
機
関
の
社
会

福
祉
法
人
で
、
特
段
の
理
由

が
な
け
れ
ば
「
六
か
月
雇
用

の
反
復
更
新
を
定
年
ま
で
継

続
で
き
る
」
も
の
で
し
た
。

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、

使
用
者
側
に
対
し
、
女
性
に

対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ
が
常
態
化

し
て
お
り
、
そ
の
延
長
線
上

に
雇
止
め
解
雇
が
あ
る
と
の

視
点
で
臨
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
使
用
者
側
は
、

パ
ワ
ハ
ラ
は
な
か
っ
た
、
雇

止
め
解
雇
は
、「
本
人
の
ス

キ
ル
、
出
勤
率
、
他
人
へ
の

誹
謗
中
傷
等
に
よ
る
理
由
」

の
一
点
張
り
で
し
た
。
組
合

は
「
パ
ワ
ハ
ラ
の
常
態
化
に

よ
っ
て
、
ス
キ
ル
の
低
下
査

定
が
な
さ
れ
、
精
神
的
に
出

勤
率
の
低
下
を
生
み
、
苦
悩

悲
痛
を
訴
え
た
」
と
主
張
し

て
き
ま
し
た
が
、
団
体
交
渉

は
平
行
線
の
状
態
が
続
き
ま

し
た
。

　

つ
い
に
使
用
者
側
は
、
労

働
委
員
会
に
あ
っ
せ
ん
申
請

を
行
う
に
至
り
ま
し
た
が
、

不
調
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
再
び
団
体
交
渉
に
入
り
、

「
今
後
パ
ワ
ハ
ラ
嫌
が
ら
せ

等
の
撲
滅
や
研
修
会
等
の
実

施
、
解
決
金
を
支
払
う
」
と

の
回
答
を
引
出
す
こ
と
が
で

き
た
た
め
、
今
度
は
組
合
側

か
ら
あ
っ
せ
ん
申
請
を
行
い

ま
し
た
。

　

使
用
者
側
が
公
的
機
関
だ

っ
た
た
め
、
労
使
合
意
に
よ

る
金
員
支
出
の
理
由
づ
け
が

必
要
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
「
医
療
従
事
者
の
労
働
環
境

改
善
を
求
め
る
署
名（
団
体
）」

を
県
知
事
宛
に
提
出
を
し
ま
し

た
。

　

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
の
組
合

員
Ｙ
さ
ん
が
、（
株
）
新
潟
建

築
確
認
検
査
機
構
か
ら
解
雇
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
解
雇
は
不
当
で
あ
り
、

解
雇
撤
回
を
求
め
て
団
体
交
渉

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
復
職

に
応
じ
な
い
た
め
昨
年
九
月
二

〇
日
、
新
潟
地
裁
に
解
雇
は
不

当
で
あ
り
、
賃
金
を
払
え
と
い

う
仮
処
分
を
申
し
立
て
、
今
年

三
月
一
二
日
に
は
、
解
雇
無
効
、

賃
金
支
払
い
の
決
定
が
下
り
ま

し
た
。

　

ユ
ニ
オ
ン
は
四
月
一
〇
日
に
、

職
場
復
帰
を
求
め
て
団
体
交
渉

を
行
い
ま
し
た
が
、
会
社
は
職

場
復
帰
を
頑
な
に
拒
否
し
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
四
月
一
五
日
に
改

め
て
職
場
復
帰
を
求
め
る
本
裁

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン

　

会
社
前
で

抗
議
集
会
を
決
行

安
心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
を

求
め
る
署
名
を
提
出

判
を
提
訴
す
る
事
に
な
り
、
解

雇
撤
回
を
し
な
い
会
社
に
抗
議

す
る
た
め
に
、
連
合
新
潟
構
成

組
織
か
ら
お
よ
そ
五
〇
人
が
応

援
に
駆
け
つ
け
、
会
社
前
で
抗

議
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
署
名
の
趣
旨
は
、
看
護

師
等
が
健
康
で
安
心
し
て
働
け

る
勤
務
環
境
を
整
備
す
る
た
め

「
雇
用
の
質
」
の
向
上
を
目
的

と
し
た
取
り
組
み
を
医
療
行
政
、

労
働
行
政
が
関
係
団
体
と
勤
務

環
境
の
改
善
等
に
向
け
て
連
携

の
強
化
を
求
め
た
も
の
で
す
。

　

連
合
新
潟
医
療
部
門
連
絡
会

議
か
ら
渋
谷
（
立
川
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
労
組
委
員
長
）、

白
井
（
新
潟
県
厚
生
連
労
組
委

員
長
）
の
両
名
が
出
席
し
、
県

の
担
当
者
と
医
療
現
場
の
問
題

点
、
改
善
要
望
な
ど
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

急
な
署
名
活
動
に
も
か
か
わ

ら
ず
一
〇
五
組
合
か
ら
署
名
に

協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

現
在
、
第
二
段
と
し
て
個
人

署
名
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。


